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Ａ．研究目的 

 家族性滲出性硝子体網膜症（FEVR）は網膜血管の形成不全に起因する遺伝性疾患で

ある。重症例では網膜剥離を合併し失明など重度の視機能障害をおこす。遺伝的な多

様性があり、複数の原因遺伝子が報告されている。我が国では既往研究として横断研

究による症例数把握が行われたが、大規模医療データベースを利用すれば経年推移等

の縦断研究が実施可能である。本年度は大規模医療データベースを用い、乳幼児治療

件数の経年推移を調査・推計した。 

 

Ｂ．研究方法 

 診断群分類研究支援機構が収集した診療群分類包括評価（DPC）データと、同機構へ

のデータの提供のない国立成育医療研究センターの治療件数を加えて、2歳以下の乳幼

児を対象に 2012〜2019 年度の 8 年間における FEVR の網膜凝固術と網膜硝子体手術の

治療件数を集計した。 

 

（倫理面への配慮） 

 診断群分類研究支援機構がデータ使用に関する倫理承認を受けている。 

 

Ｃ．研究結果 

 8年間の FEVR乳幼児治療件数は、年間約 20～30件程度で推移しており、大きな変

研究要旨：今年度より大規模医療データベースに基づく疫学的検討に着手した。乳幼児

治療件数に関する経年推移を集計し報告した。 
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動はなかった。網膜凝固術と手術の件数の比に一定の傾向は認められなかった。治療

が実施された施設は地域的な偏りがみられた。 

 

Ｄ．考察 

 診断群分類研究支援機構が収集した DPC データは少数例（最小集計単位が 10 未満）

の治療例に関しても集計可能である利点がある。一方、機構データは全ての DPC参加病

院を網羅していないため、機構データに含まれない施設が存在する可能性がある。また、

対象とする病名コードの選択について課題があった。これらの課題を改善し、アンケー

ト調査によるデータの補完を行えばより正確な症例把握が可能である。今後は対象年齢

を拡大し、我が国での FEVR症例の治療の実態の把握につとめる。 

 

Ｅ．結論 

 大規模医療データベースの利用による症例数の検討によって、FEVR の正確かつ詳細

な診療状況を把握しうる。本研究は疾患の特性に基づく管理や治療に関するガイドライ

ンの策定に寄与する。 
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